
輝くふるさと常任委員会（辰柳敬
一委員長）は、９月９日に各会計
の７年度決算の審査を行い、予算
が効果的にかつ適正に使われてい
るか、事業の実施効果や状況につ
いて確認しました。
主な質疑の内容をお知らせします。

グルメフェアで鍋を味わう

送風機を設置した牛舎

財
政
指
標
は
改
善

問
山
崎
委
員　
実
質
公
債
費

比
率
や
将
来
負
担
比
率
な
ど
の

財
政
指
標
は
改
善
し
て
い
る
が
、

不
用
額
や
地
方
債
残
高
も
含
め
、

現
在
の
財
政
状
況
と
今
後
の
財

政
運
営
を
ど
う
考
え
る
か

答
副
町
長　
実
質
公
債
費
比

率
は
７
・
１
㌫
か
ら
６
・
８
㌫

に
改
善
し
、
将
来
負
担
比
率
は

充
当
可
能
財
源
が
将
来
負
担
額

を
上
回
る
た
め
「
比
率
な
し
」

と
な
っ
た
。

　
予
算
執
行
を
精
査
し
て
過
度

な
不
用
額
を
抑
え
る
と
と
も
に
、

財
政

地
方
債
の
繰
上
償
還
な
ど
に
よ

り
残
高
縮
減
に
努
め
、
健
全
な

財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
。

地
方
債
の
実
質
負
担
は

問

柴
田
委
員　
地
方
債
残
高

が
１
１
０
億
円
を
超
え
て
い
る

が
、
今
後
の
見
通
し
と
町
の
実

質
負
担
は
ど
の
程
度
か

答

副
町
長　
役
場
新
庁
舎
等

の
大
型
事
業
が
一
段
落
し
、
中

期
的
に
は
１
０
０
億
円
を
下
回

る
方
向
で
あ
る
。
町
が
活
用
す

る
地
方
債
に
は
交
付
税
措
置
の

あ
る
も
の
が
多
く
、
７
年
度
の

償
還
額
で
は
約
75
㌫
が
交
付
税

措
置
さ
れ
、
町
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。

畜
産
暑
熱
対
策

問
深
澤
委
員　
新
設
事
業
で

あ
る
が
、
７
年
度
の
実
績
と
８

年
度
の
利
用
状
況
は
。
ま
た
、

今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
考
え

か答
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長　

７
年
度
は
送
風
機
や
換
気
扇
な

ど
８
件
、
約
１
８
９
万
円
を
支

援
し
た
。
８
年
度
は
９
件
の
申

請
が
あ
り
、
申
請
額
は
予
算
額

の
約
８
割
と
な
っ
て
い
る
。

　
暑
熱
に
よ
る
生
産
へ
の
影
響

や
農
家
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、

必
要
な
事
業
と
し
て
継
続
し
て

い
き
た
い
。

農
林

森
林
環
境
譲
与
税

問
深
澤
委
員　
森
林
整
備
事

業
が
計
画
を
下
回
っ
た
要
因
と
、

制
度
見
直
し
の
考
え
は

答
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長　

７
年
度
の
事
業
充
当
額
は
約
２

５
１
６
万
円
。
今
後
は
、
既
存

制
度
の
拡
充
や
新
た
な
取
組
に

つ
い
て
、
森
林
整
備
の
状
況
や

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
な
が
ら

検
討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
今

後
の
事
業
展
開
も
見
据
え
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
有
効
に
活
用

し
、
積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活

用
し
て
い
き
た
い
。

有
害
鳥
獣
対
策

問
山
岸
委
員　
７
年
度
は
ク

マ
の
捕
獲
が
上
限
に
達
し
た
が
、

８
年
度
の
対
策
は

答
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長　

７
年
度
は
ク
マ
55
頭
、
シ
カ
２

９
０
頭
、
イ
ノ
シ
シ
27
頭
を
捕

獲
し
た
。
８
年
度
は
約
４
２
０

万
円
を
予
算
計
上
し
、
ク
マ
の

捕
獲
単
価
を
１
万
５
０
０
０
円

か
ら
２
万
円
に
引
き
上
げ
て
い

る
。

く
ず
ま
き
鍋
の
普
及

問
竹
花
委
員　
く
ず
ま
き
鍋

＆
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど

に
よ
り
、
７
年
度
は
ど
の
よ
う

な
成
果
が
あ
っ
た
か

答
い
ら
っ
し
ゃ
い
葛
巻
推
進

課
長　
町
内
７
店
舗
で
13
種
類

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
鍋
を
提
供
し
、

年
間
約
３
５
０
０
食
を
販
売
し

た
。
高
校
生
の
鍋
開
発
な
ど
に

も
波
及
し
た
。
そ
の
他
に
も
人

材
育
成
や
交
流
・
関
係
人
口
の

創
出
に
寄
与
し
て
い
る
。

商
工

く
ず
ま
き
斎
苑
の
冷
房

問
山
岸
委
員　
く
ず
ま
き
斎

苑
の
告
別
ホ
ー
ル
は
夏
場
に
大

変
暑
い
が
、
冷
房
設
備
の
設
置

状
況
は

答
農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
長　

待
合
ホ
ー
ル
、
休
憩
室
、
事
務
室

に
は
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る

が
、
告
別
ホ
ー
ル
に
は
設
置
し
て

い
な
い
。
現
在
は
指
定
管
理
者
が

扇
風
機
な
ど
で
対
応
し
て
い
る
。

町
道
の
整
備

問
深
澤
委
員　
町
道
役
場
線

と
下
町
田
子
線
は
、
い
つ
ご
ろ

完
成
す
る
見
込
み
か

答
地
域
整
備
課
長　
役
場
線

は
下
町
田
子
線
と
の
交
差
点
工

事
と
調
整
し
な
が
ら
年
度
内
の

完
成
を
目
指
す
。
下
町
田
子
線

は
、
く
ず
ま
～
る
前
の
区
間
を

来
年
度
ま
で
に
整
備
し
、
さ
ら

に
、
西
側
の
区
間
を
10
年
度
に

整
備
し
て
完
成
を
目
指
す
。

衛
生

地
域
整
備

国
保
財
政
基
金

問
柴
田
委
員　
国
保
財
政
基

金
の
残
高
が
約
81
万
５
０
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。
基
金
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、
今

後
積
み
増
す
考
え
は

答
副
町
長　
今
後
の
国
保
財

政
を
考
慮
し
、
３
０
０
０
～
４

０
０
０
万
円
程
度
の
確
保
が
必

要
か
ど
う
か
も
含
め
、
今
後
の

方
向
を
検
討
し
て
い
く
。

下
水
道
普
及

問
柴
田
委
員　
人
口
減
少
で

使
用
者
が
減
る
中
、
加
入
・
接

続
を
増
や
す
方
策
は

答
水
道
事
業
所
長　
７
年
度

末
の
普
及
率
は
63
・
５
㌫
。
水

洗
化
普
及
支
援
事
業
な
ど
を
実

施
し
て
お
り
、
既
存
利
用
者
と

の
公
平
性
も
考
慮
し
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

国
保
会
計

下
水
道
会
計

幼
児
バ
イ
オ
リ
ン
教
室

問
竹
花
委
員　
10
年
以
上
続

く
教
室
だ
が
、
期
待
さ
れ
る
教

育
的
効
果
は

答
こ
ど
も
教
育
課
長　
音
楽

に
触
れ
る
機
会
や
挑
戦
す
る
気

持
ち
を
育
て
る
ほ
か
、
他
園
の

子
ど
も
と
の
交
流
や
社
会
性
の

育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
教
育
行
政
評
価
委
員
会
で
毎

年
評
価
を
受
け
て
い
る
ほ
か
、

保
護
者
の
意
見
や
現
場
の
状
況

を
把
握
し
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
い
る
。 教

育

輝くふるさと
常任委員会

KU
ZUMAKI

　7年度は、物価高騰や人口減
少、人手不足など厳しい社会経
済情勢の中、町制施行70周年
の節目を迎えた。
　町は総合計画・後期基本計画
のもと、人口減少対策や地方創
生、物価高騰対策に積極的に取
り組み、子育て・福祉、居住環
境、防災、畜産・林業など各分
野で町民ニーズに応えた施策を

進めた。特に、医療費助成や保
育料・給食費の無償化、きこえ
の改善支援、防災マップ整備、
畜産暑熱対策、森林整備などを
評価する。
　また、商品券配布や中小企業
者への助成、水道料金の支援な
ど、生活と地域経済を支える物
価高騰対策も効果的に実施され
た。大型事業が続く中でも財政

の健全性は維持され、国保、病
院、水道、下水道の各会計につ
いても、それぞれの状況を踏ま
えた事業運営が行われた。
　今後も持続可能な行政サービ
スと安定した事業運営を期待し、
各会計の決算認定に賛成する。

（要約）

▪反対討論なし

賛成討論
町民ニーズに応えた施策を評価山

や ま

崎
ざ き

邦
く に

廣
ひ ろ

 議員

年長児が集まって練習する様子
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